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AIを活用したクラウド医療インフラ
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6 つのユースケースから学ぶヘルステック、メドテック領域の最前線
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ファストドクター株式会社

執行役員CTO 宮田芳郎

ファストドクター株式会社

シニアマネージャー 伊藤勇樹
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創業Vision：

不要な救急車搬送を3割減らす

Vision2030：

1億人のかかりつけ機能を担う
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医療における課題

社会的コストや
医師不足の課題

労働生産性の課題
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リソース不足が日常的になる「2040年問題」

2040年「国民の3人に1人が高齢者」となる時代に突入
医療需要がピークに達する一方で、生産年齢人口の減少により医療・介護分野の担い手も急減することが問題視され
ている。

出典：出典：日本総研「問題提起『多死社会が抱える課題』 多死社会を迎える日本　2040年の姿」
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社会保障における医療・介護費が増大

超高齢社会の進行が国の財政を圧迫
年金受給年齢は引き上げされ、支給額は現在の半分になることが予測されているため伸び率が低い一方で、医療・介
護費は大幅増となり、社会保障費を圧迫している要因に。

出典：2040年を見据えた社会保障の将来見通し(議論の素材)（注）医療については、単価の伸び率の仮定を２通り設定しており、給付費も２通り（①と②）示している。 
※平成 30 年度予算ベースを足元に、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」、内閣府「中長期の経済財政に関する試算（平成 30 年 1 月）」 等を踏まえて計算。なお、医療
・介護費用の単価の伸び率については、社会保障・税一体改革時の試算の仮定を使用 。
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2024年問題　医師の時間外労働の上限規制

2024年4月ー医師にも時間外労働の上限規制が適応される

特に大学病院の医局所属医師の労働状況が過
酷であったための規制

大学病院の医局は地域に専門性の高い医師の
配置を整える役割が暗黙的にあった

特に地方で専門医が不足する可能性が高い

1. 現時点で その地域にいる医師に専門以外 の疾患も診てもらう

2. 専門性の高い医師を バーチャルに地域医療に組み込む
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労働生産性の課題

・医療、福祉産業は成長産業である。付加価値成長率は、2000年代平均で年5%前後（精密機械や一般機械に次ぐ高さ）
・一方、労働生産性は年1%に満たない成長率で、労働投入量の拡大に偏った成長となっている
・生産年齢人口の減少を見据えると、現在の構造のままでは人材不足に陥り、持続的な体制を確保することは難しい

資料：内閣府  年次経済財政報告、公益財団法人日本生産性本部  労働生産性の推移に係る要因分析の報告



医師業務でのドキュメントワークの負担が大きい

医師の負担感が最も大きいのは［カルテ入力］、次点が［主治医意見書の記載］

出典：令和2年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査（中医協）
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アナログ文化が色濃く残る医療現場



ユニットコストの改善

品質を維持しながら一件あたりの時間を短く

業務クラウド化

即応的垂直立ち上げ、社会レジリエンスの向上
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医療課題における当社のキーアプローチ
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• OptaPlannerを活用しての往診の最適ルートツールを導入
• 往診1件あたりの移動時間を14%削減できている

医師の移動時間の月次推移
(単位: 分, 2022/7/1 – 2023/7/21, 診察条件で標準化*）

-14% (-3.4
分）

* PPE着用あり and 検査なし and 点滴なし and 酸素投与なし and 患者が60歳未満

往診ルートの自動最適化ツール

医師A

数理最適化 -往診の最適ルート探索 -
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AI活用
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生成AIの活用 - 提携医療機関との協働実証実験 -

• 生成AIの活用範囲は広く、飛躍的なDXにつながる可能性は高い
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生成AI - 専門外の診察サポート -

出典：マイナビDOCTOR　診療科目別「医師の不足感に関する現場認識」

• 救急、小児科を中心に専門医不足もあり、専門性を補完できるシステム・プロセスを開発中
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AI活用

業務クラウド化

数理最適化 生成AIの活用

工程分析に
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AIを活用したクラウド医療インフラソリューション
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クラウド
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初診かつ医師1名で、往診をするのは診察外に多くの苦労が存在する

DXにより患家滞在時間を18%削減することに成功した

駐車場確保、患者宅玄関への移動
玄関前にてPPE着用
患者宅内に入り、挨拶、寝室移動
本人確認
保険資格確認、支払い確認
問診・バイタル測定
身体診察
検査
診察結果説明、質問への回答
薬準備・説明
在宅療養の書類説明
退室、PPE脱衣12
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1
患家滞在時間の月次推移
(単位: 分, 2022/7/1 – 2023/7/21, 診察条件で標準化*）

-18% (-6.6
分）

• 「診察外工程」に苦労を解決することで患家滞在時間が18%削減することに成功

工程分析によるDX - 患家滞在時間の短縮 -
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工程分析によるDX - 資格確認/会計業務のアプリ化 -

• 特に負担の大きかった資格確認/会計業務を、診察前に患者にアプリにて完了してもらう
• 患者による入力率をUPするためにも、患者行動分析も合わせて実施
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AI活用

業務クラウド化

数理最適化 生成AIの活用

工程分析に
よるDX

AIを活用したクラウド医療インフラソリューション

クラウド
コールセンター
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クラウドコールセンター - システムの即応的立ち上げ可能 -

• 様々な業務へ即時対応できるためのコールセンターシステムを自社運営できる
• 千葉県からの大型業務委託案件も、合計300人が稼働するシステムも柔軟に対応

当初構成：1週間で構築
（専門グループが溢れた場合にバックアップ体制へ転送）

逼迫時の構成：1日で切り替え
（逼迫が著しいかつ密連携が必要グループの受電体制を変更）

ピークには入院先と救急隊と密連携が必要に
必要な業務に専念するために一次切り分け
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クラウドコールセンター - ボラティリティ高い運用への耐性

• リモート前提であれば看護師資格、休日・夜間稼働中心という難しい採用要件でもOK
• 別のクラウドサービスとの柔軟な連携と、規模に応じた料金形態

難しい条件でもオペレータ100名超採用、月間10,000H超を確保
（1ヶ月間での重点施策結果）

分析基盤構築も自社でカスタマイズできる柔軟性
さらに固定費がほぼなしで従量課金であることも◎
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Future Integration

業務クラウド

AI

• 業務クラウドとAIのより融合による、医療業界の課題の解決を行っていく
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